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  奈良県自閉症協会は、今年で創立

28 年目を迎えます。1998 年（平成

10 年）5 月 10 日に発足総会が開催

され、その際には、現在第 104 代内

閣総理大臣となられた高市早苗氏が

発足のお祝いに駆けつけてください

ました。また、当時社団法人日本自

閉症協会の副会長であった故・須田

初枝さんが、「青年期までを見通し

た自閉症児者の療育」というテーマ

でご講演くださいました。

当時の朝日新聞には、次のように報

じられています。

「自閉症の人たちの父母や専門医、

ボランティアたちでつくる社団法人

日本自閉症協会支部（河村舟二支部

長）が十日、発足した。奈良県は全

国で唯一支部がなく、これまで父母

が育て方などの情報を得るのに大阪

や京都まで出向くケースが多かっ

た。今後、県内の父母や養護教諭ら

が定期的に集まり、情報交換するほ

か、誤解されやすい自閉症への理解

を求めていく…」

その後、日本自閉症協会は一般社団

法人に、奈良県自閉症協会は特定非

営利活動法人へと移行しました。

近年では、会員の高齢化が進む一方

で、新規入会者の減少が課題となっ

ています。この間、発達障害者支援

法の制定をはじめ、福祉・医療・教

育における支援体制は大きく整備さ

れてきました。そうした中で、「親

の会は今でも必要なのか？」という

問いが聞かれるようになっていま

す。

この問いに対して、私たちは「必要

性は依然としてあるが、役割や形は

変わりつつある」と考えています。

親の会が今なお必要とされる理由

は、以下の 3点に集約されます。

当事者家族同士のつながりの重要性  

　行政サービスや専門職の支援がど

れだけ整っても、「同じ立場の親だ

からこそ分かること」「同じ経験を

してきた人にしか話せないこと」は

確実に存在します。孤立しやすい障

害児者の家族にとって、横のつなが

りは今もなお大きな精神的支えで

す。

制度や地域づくりへの“声”として

の役割  

　親の会は長年、福祉制度の改善や

地域の理解促進に貢献してきまし

た。個人では届かない声も、団体と

してなら行政や地域に届けることが

できます。高齢化が進んでも、この

「声の力」は変わらず重要です。

「親亡き後」の課題への対応  

　親の会の高齢化は、「親亡き後問

題」が現実味を帯びてきたことを意

味します。この課題に向き合うには、

家族単位ではなく地域全体での仕組

みづくりが不可欠であり、親の会は

そのハブとなる存在です。

一方で、従来の形のままでは難しい

現実もあります。

若い世代の価値観の変化

　若い親世代は個別相談を好み、オ

ンラインでのつながりに慣れていま

す。「会」に所属することへの心理

的ハードルも高く、従来型の「定例

会」「会費」「役員制」では参加しづ

らい傾向があります。

支援資源の多様化

　かつては親の会が情報の中心でし

たが、現在は SNS や相談支援専門

員、発達支援センターなど、情報源

が多様化しています。そのため、「情

報を得るための会」から脱却し、新

たな価値を再定義する必要がありま

す。

これからの親の会に求められる方向

性として、次のような取り組みが考

えられます。

小規模でも“ゆるやかなつながり”

を大切にする

　オンライン交流やテーマ別の小さ

な集まりなど、参加しやすい形に変

えていく。

親だけでなく、きょうだい・支援者・

地域住民も巻き込む

　「親の会」から「地域の共助コミュ

ニティ」へと広げていく。

経験の継承

　高齢の親が持つ知恵や経験は、若

い世代にとって貴重な資源です。こ

念頭にあたって



2

2ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻９７８４号  ２０２６年　１月２８日発行　（ 　 )

れをどう伝えていくかが、今後の鍵

となります。

令和 8年の今年、私たちはこれまで

の歩みを振り返りつつ、特定非営利

活動法人奈良県自閉症協会の活動を

再構築していきたいと考えていま

す。皆さまのご理解とご協力を、ど

うぞよろしくお願いいたします。

「障害年金」の判定結果を、

ひそかに職員が捨てていた       

*** 日本年金機構でも「職員が悪い」

では解決しない根本的な原因とは

　国の公的年金には、障害のある人 

が受け取れる「障害年金」という制

度がある。障害の重さなどを日本年

金機構が審査して、「条件を満たし

ている」と判定されれば支給される。

　障害の重さを判定するのは、年金

機構から委託を受けた医師。ところ

が、機構職員が一部のケースで医師

の判定をひそかに破棄し、別の医師

に頼んで審査をやり直していたこと

が分かった。担当部署で長年、行わ

れていたとみられる。年金機構は「医

師が医学的に判定している」と説明

していたのに、職員が医師の判定を

否定していたことになる。なぜそん

なことが起きていたのか。（共同通

信＝市川亨）

▽全国から東京に書類が集められる

きっかけは、年金機構の「障害年金

センター」に勤務する職員Ａさんの、

こんな証言だった。

　「医師が『支給』と判定しても、

上司の職員が『これは支給じゃな

い』と差し戻して、別の医師に回す

ことがあるんです。１人目の医師の

判定はなかったことにして、判定結

果の記録はシュレッダーにかけて捨

てています」　そんな話は聞いたこ

とがなかった。私は障害年金につい

て１０年以上取材しているが、初耳

だ。ルール上は医師が「支給」と判

定すれば、そのまま支給される。年

金機構の職員に、医師の判定を覆す

権限はない。ちなみに申請から支給

までの流れを簡単に説明すると、こ

んな感じになる。

①まず医師に診断書を書いてもら

い、他の書類と一緒に全国の市区町

村役場や年金事務所で申請する。　

②書類は東京にある「障害年金セン

ター」に集められ、職員が書類に不

備がないかなどをチェックする。　

③年金機構が委託する医師が、診断

書などを見て支給の可否や等級を判

定する。障害の等級は重い順に１～

３級に分かれている。

　Ａさんの話によると、③の後、医

師でもない職員が判定のやり直しを

判断していることになる。

▽上層部の指示ではなさそう

　本当にそんなことが行われている

のか。年金機構広報室に質問を送っ

てみた。すると、そうした取り扱い

を認めた上で「事実関係を確認中」

という答えが返ってきた。　すぐに

次の疑問が浮かんだ。いつからやっ

ていたのか、年間に何件そういう

ケースがあったのか。過去の記録は

破棄されているため、全容は分から

ないとみられる。それでも、年金機

構と所管の厚生労働省は廃棄されず

に書類が残っていた数百件（最近３

カ月間分）について調査を始めた。

　支給を絞るために組織的にやっ　

ていたのだろうか。それはどうやら

違うようだ。年金機構のある幹部　

は当初、取材にこう話していた。　

「文書の破棄なんて、犯罪に当たり

かねない。そんなことはしないと　

思うが…」この答えからしても、上

層部が指示したのではなく、現場　

の職員レベルの慣行として行われて

いたとみられる。

　Ａさんの次の説明も、それを裏　

付ける。「破棄することは、医師の

判定が『支給』『不支給』どちらの

場合でもあります」この話が本当　

なら、本来なら受け取れたはずの人

が不支給になった可能性もあれば、

逆に職員の判断で救済された人もい

る可能性があるということだ。

▽「この医師は優しい。あの医師　

は厳しい」　どうしてこんなことが

行われていたのか。理解するにはま

ず、判定の実務がどのようになって

いるかを知る必要がある。年金機　

構から審査を委託された医師は障害

の種類ごとに分かれ、昨年１月時点

で計１４０人いる。ただ、基本的に

は複数の医師による合議ではなく、

単独で審査する。医師も人間である

以上、個人差がある。特に、数値で

判断しにくい精神障害や発達障害な

どの場合、「『この先生は優しいけど、

あの先生は厳しい』というふうに判

定にばらつきが出る」（障害年金セ

ンター元職員）。　しかも判定医に
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支払われる報酬は安く、年金機構は

担い手を探すのに苦労している。医

師を選べる立場にはない。そのた

め、発達障害にそこまで詳しくない

精神科医が審査する、先天性心疾患

の専門ではない循環器科医が審査す

る、といったことが起こり得る。　

医師の多くは、通常の診療の傍らで

引き受けている。だからそんなに時

間はかけられない。年金機構として

も「申請受理から３カ月以内に処理

する」という標準期間を定めている

ため、早くさばく必要がある。　一

方で、障害年金を申請する人は年々

増えていて、２０２４年度は１８万

～１９万件。既に受給している人の

中には１～５年ごとに更新手続きが

必要な人もいて、その審査も年間

２０万～３０万件ほどある。そのた

め「１件の審査に１分かけられない

ことも多い」（センター職員のＡさ

ん）。医師の個人差と短時間の判定

という二つの要素が合わさり、判定

結果を見た職員が「この判定は明ら

かにおかしい」と感じるケースが生

じるのは自然なことだろう。　つま

り、職員がいわば「調整弁」となっ

て、判定を平準化していたとみられ

る。しかし、その職員の判断が本当

に公正に行われているのか、外部か

らは分らない。恣意的に行われ、受

給権を奪われた人が過去にいた可能

性も否定できない。

▽「紙折り」と呼ばれていた

　この点については、年金機構の幹

部はこう釈明している。「支給判定

が不支給に覆った例はほとんどな

く、むしろ支給に転じた例の方が多

そうだ。悪意でやっていたわけでは

ないと思う」判定結果の破棄は、記

録を折って捨てることから「紙折り」

などと隠語で呼ばれていたという。

幹部は「（２０１０年に発足した機

構の前身組織である）社会保険庁時

代からやっていたのではないか」と

推測する。　職員が判定を破棄する

際の判断基準やマニュアルはないと

いう。文書の保存ルールにも違反し

ていた可能性がある。つまり、内部

の統制も外部の検証もなされないま

ま、ブラックボックスの中で行われ

ていたことになる。障害年金に詳し

い社会保険労務士の安部敬太さんが

問題点を指摘する。「統一的な判断

基準がなければ、個々の職員やその

ときの障害年金センター長の考え方

によって、いかようにも運用できて

しまう」　実際、２０２４年度は障

害年金を申請しても「障害が軽い」

などと判定され、不支給とされた人

が前年度に比べて急増。センター長

が人事異動で厳しい方針の人間に代

わったことが要因として指摘され、

国会でも追及された。

▽障害者と年金機構、相互にある不

信感

　障害者の間には「年金を支給した

くないのではないか」と不信感が広

がる。一方、年金機構には別の不信

感がある。幹部が明かす。　「『あの

人は障害年金を不正受給している』

という情報提供が一般の人から頻繁

に届くんです」　障害者の中には申

請が難しく、社労士に代行を依頼す

る人も多い。社労士にしてみれば、

不支給になると成功報酬を受け取れ

ない。そのため、診断書を書く医師

に社労士が「支給されるように書い

てください」などと頼み込むケース

もあると指摘されている。　その結

果、年金機構には「不正に受け取ろ

うとする障害者や社労士がいる」と

いう認識が広がっているとみられ

る。社労士の間でも「受給者の中に

は、本当に障害年金が必要なのか首

をかしげる人もいる」という声が聞

かれる。

▽課題を放置してきた国にも責任が

　相互不信を招いている根本的な原

因は、判定の仕組みにあると言え

そうだ。障害者の日常生活の様子を

見ていない医師が診察室でのやりと

りだけで診断書を書き、年金機構の

判定医が書類だけ見て１人で審査す

る。もともと診断書の書き方や医師

の個人差で左右されやすい構造だ。

　そのため、障害者や社労士の側で

は「診断書を有利に書いてもらおう」

となり、年金機構の側では「この判

定はおかしい」ということが起きる。

　障害者の生活実態をもう少し丁寧

に調べ、複数の医師や福祉職が合議

で審査する仕組みにすれば、こうし

たことは起こらないだろう。　判定

方法をそのように変えるべきだとい

う声は以前からあるが、制度設計を

担う厚労省は「手間と費用がかかり

すぎる」として、応じてこなかった。

　判定結果の破棄は「年金機構の職

員が悪い」という単純な話ではなく、

課題を認識しながら放置してきた厚

労省の責任も重い。機構と厚労省は

調査と説明を尽くし、より納得感の

得られる判定方法に変えることが求

められそうだ。

【用語解説：障害年金とは】

　病気やけがで障害があり、条件を

満たせば現役世代でも受け取れる公

的年金。障害基礎年金と障害厚生年

金の２種類がある。自治体が交付す

る障害者手帳とは別の制度。障害の

重い順に１～３級に分かれ、支給額

は基礎年金の１級で月約８万６千

円、２級で約６万９千円。「基礎」

の場合は、３級と判定されると支給

されない。２０２４年３月末時点で

受給者は約２４２万人。精神・発達・

知的障害者が７割を占める。　以上

※ 一般社団法人共同通信社

2026/01/15NEWSjp 市川さんから提

供 https://news.jp/i/13815724181

09882930?c=39546741839462401
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日本自閉症協会からの情報提供とお願い

【1】「デジタル自閉症」に関する意見ポストについて１月 5日に以下を日本自閉症協会公式 SNS（facebook、X）

にてポストいたしました。

比喩的造語である「デジタル自閉症」の使用に反対します。

子どもがスマホなどを長時間視聴することで現れる子どもへの悪影響を「デジタル自閉症」と最近呼ぶ人がい　

ますが、これは自閉症への誤解を生み、偏見を助長します。

自閉症は生来性の脳の多様性のあり方です。

問題を指摘するための手段として自閉症を比喩として使わないでください。

（日本自閉症協会）

【2】全国行動援護ネットワーク（AJKEN）オンラインセミナーのご案内

オンラインセミナーは各回ごとに１つの地域・エリアに焦点を当て、行政の説明、地域独自の取り組み、地域　

内行動援護事業所の実践発表を行うセミナーです。

オンラインセミナーを通して、地域の実情や取り組みまたは好事例を知り、理解や知識を深めていけたらと思　

います。また、参加していただける皆様との交流を通してネットワークを広げていけたらと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

第 2回は長野県の皆様にご協力していただき上記の内容でご登壇していただきます。

詳細はフライヤーをご確認ください。ぜひ皆さんご参加いただけたらと思います。

申し込み期間：12 月 22 日〜 2月 2０日

日時：2月 27 日（金）１８：３０〜２０：３０

参加料：無料

実施方法：オンライン

申し込み URL：https://forms.gle/5rf9YgVQvAHLCf7MA

・人数が１００名を超える場合は youtube ライブ配信でのご参加となりますので、ご了承ください。

・【お断りする場合のみ】こちらから連絡させていただきます。

・セミナーの資料等につきましては 2月 23 日頃に研修参加 URL と共にご連絡させていただきます。

ぜひネットワーク拡大のために関係する支援者や事業所の方々にお声がけいただけたらと思います。

たくさんのご参加お待ちしております。お問い合わせは下記の事務局までご連絡ください。それでは今後とも　

どうぞよろしくお願いいたします。

全国行動援護ネットワーク（AJKEN）事務局　中幡恵太

連絡先メールアドレス：k.nakahata@harunire.or.jp

連絡先電話番号：080-3800-4761

【3】北摂杉の子セミナー 2025 について

今年度のテーマは「地域に生きる～発達障がいのライフステージに合わせた余暇支援を考える～」です！

生活を彩る”余暇”について改めて考えるセミナーにしたいと思います。

ゲストには余暇支援を大切にしてこられた中山清司氏と市岡武氏をお迎えします。

実践に基づいたお話もたくさんうかがえると思いますので、お楽しみに！当法人の実践発表もあります！

皆様のご参加をお待ちしております。

◆テーマ：「地域に生きる～発達障がいのライフステージに合わせた余暇支援を考える～」

◆日時：2026 年 2 月 21 日（土）10：00 ～ 16：15

◆形式：zoom ウェビナー　

　※アーカイブ配信あり⇒アーカイブ配信期間：2026 年 2 月 27 日（金）～ 2026 年 3 月 13 日（金）

◆講師：中山 清司氏（自閉症ｅサービス全国シニアアドバイザー） 

              市岡 武氏（相談支援事業所レール K　主任相談支援専門員）
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◆定員：500 名

◆参加対象：障がい福祉関係者、当事者の方、ご家族、障がい者の支援に関心のある方々

◆参加費：無料

◆お申込み：https://forms.gle/rtQcbQft1jwwNBSN8

【4】第 47 回全国特別支援教育振興協議会の【ユーチューブ配信開始】について

1. 添付の資料にある動画の URL を【［ctrl］+［enter］】することで、動画を見ることができます。

2.「全国特別支援教育推進連盟チャンネル - YouTube」   

   https://www.youtube.com/channel/UCDo2gKEUMSMX984UbISjoLg からもご覧になれます。

   ◆全国特別支援教育推進連盟のホームページにもリンク先を掲載しました。

3. 当日の配布資料は、全国特別支援教育推進連盟のホームページからダウンロードできますので、そちらの　

URL も記載しています。

4. 視聴後は、アンケートへの回答のご協力をお願いします。

「注意事項」：本動画の配信は、全国特別支援教育推進連盟加盟団体の方及び関係者のみの限定公開としています。

　　　　　　  関係者以外への添付書類の配布はなさいませんようにお願いします。

「配信期限」：令和 8年 1月 30 日（金）まで

「アンケート回答期限」：令和 8年 2月 2日（月）とさせていただきます。

★ 各加盟団体のホームページに掲載していただいて構いませんが、「注意事項」にご留意をお願いいたします。

【5】「発達障害への地域支援に資する継続的な情報収集・活用方法・体制整備に向けた研究」調査依頼

国立障害者リハビリテーションセンター　発達障害情報・支援センターの与那城でございます。

このたび、厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業）（24GC0601）

「発達障害への地域支援に資する継続的な情報収集・活用方法・体制整備に向けた研究」（研究代表者：本田秀夫）

の分担研究として、発達障害当事者の情報ニーズに関する調査研究を進めております。

　本研究では、発達障害当事者が求める情報内容や情報収集における困難点を幅広く把握するとともに、

地域の支援機関や国のウェブサイトにおける情報提供が当事者のニーズに合致しているかを検討し、今後の情　

報提供の充実につなげることを目的としております。

つきましては、以下の点につきまして各都道府県の支部等への周知等にご協力を賜りたく、よろしくお願い申　

し上げます。

◆協力のお願い◆　発達障害当事者向け WEB アンケートの周知 

【目的】 当事者が必要としている情報や情報収集における困難点を把握し、国のホームページ等の情報充実につ

なげることを目的としています。

【方法】　WEB（Google フォーム）によるアンケート調査（令和 7年 12 月 3 日より実施中）

発達障害の人が求めている情報についてのアンケートへの協力のお願い - 発達障害情報のポータルサイト　

【期間】 令和 7年 12 月 3 日（水）～令和 8年 2月 28 日（土）

＜お願い＞周知用チラシと依頼書を添付いたします。

施設内での掲示やご回答をいただけそうな当事者の方への配布等にご協力いただけますと幸いです。

ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、本研究の趣旨をご理解いただき、ぜひご協力賜りますようお願い申

し上げます。

以上です。
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令和 7 年 11 月 28 日

「発達障害当事者から見た発達障害の情報に対するニーズに関する研究」

WEB アンケート調査へのご協力のお願い

　本調査は、厚生労働科学研究費による「発達障害への地域支援に資する継続的な情報収集・活用方法・体制　

整備に向けた研究」（研究代表者：本田秀夫）の分担研究「発達障害当事者から見た発達障害の情報に対するニー

　ズに関する研究」として実施するものです。発達障害情報のデータベース構築にあたってどのような情報の内

容　と運用が求められるかを、当事者の情報ニーズの視点から検討することを目的として下記調査を実施するこ

とと

なりました。ご多忙のところ誠に恐れ入りますが、調査の目的・意義をご理解いただき、ご意見をお聞かせい　

ただきたく、お願い申し上げます。

○ 発達障害の情報データベース構築にあたってどのような情報の内容と運用が求められるかを、当事者のニー　

ズの視点から検討します。

○国の機関では、発達障害のウェブサイト（「発達障害ナビポータル」等）を運用していますが、発達障害の当　

事者の視点を反映させることにより、研究者や専門家・支援者だけでなく、当事者もウエブサイトへのアクセス

をしやすくなると考えられます。

また、研究班全体で目指すデータベースのシステム・モデルの構築にむけて、当事者視点からの提案が可能とな

ることが期待されます。

○可能な限り多くの発達障害当事者より情報ニーズを探り、可視化するため、当事者の方々を対象とした WEB 　

によるアンケート調査を実施します。

倫理的配慮

・収集したデータは研究担当者のみで共有し、本研究の目的以外には使用しません。

・結果は関連会議や学会等で発表することがありますが個人が特定されることはありません。

・本調査への参加は任意です。回答の有無によって不利益を被ることはありません。

・山梨英和大学研究倫理審査委員会で承認を得ました（受付番号：2025-10-4）。

【研究名】 令和 6・７年度厚生労働科学研究費（障害者政策総合研究事業）

「発達障害への地域支援に資する継続的な情報収集・活用方法・体制整備に向けた研究」

研究代表者：本田 秀夫 （信州大学）

分担研究 「発達障害当事者から見た発達障害の情報に対するニーズ」

分担研究者：小林 真理子（山梨英和大学）

研究協力者：与那城 郁子（国立障害者リハビリテーションセンター 発達障害情報・支援センター）
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発達障害の人が求めている情報についてのアンケート
このアンケートは、発達障害のある当事者の皆さんがどのような

情報を必要としているかについて調べるためのものです。

皆さんの知りたい情報や困っていること等を調べて、国のホーム

ページなどの情報をもっと充実させることを目的としています。

※アンケートは無記名式で、個人が特定されることはありません。

回答はこちらから
回答期限：2026年2月28日（土）まで

アンケートにご協力を

お願いいたします

令和6‣7年度厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業）
「発達障害への地域支援に資する継続的な情報収集・活用方法・体制整備に向けた研究」
研究代表者：本田 秀夫（信州大学）
分担研究「発達障害当事者から見た発達障害の情報に対するニーズに関する研究」
分担研究者：小林 真理子（山梨英和大学）
研究協力者：与那城 郁子（国立障害者リハビリテーションセンター 発達障害情報・支援センター）

https://forms.gle/7mgHjXzEjjCrL8Wo8
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https://forms.gle/rtQcbQft1jwwNBSN8

Q Rコ ー ド ま た は 、 下 記 U R L
よ り 申 込 フ ォ ー ム へ お 進 み
く だ さ い 。
お 申 し 込 み 後 、 メ ー ル に て
詳 細 （ ウ ェ ビ ナ ー U R Lや 入
室 可 能 時 刻 や 注 意 事 項 ） を
ご 案 内 い た し ま す 。

①

②

日 時 2026年

開 催 時 間

配 信 期 間
開始：2026年
2月27日
(金）
終了：2026年
3月13日
(金）

10：00
〜
16：30

2 21月 日
(土）

リ ア ル タ イ ム 視 聴 （ z o o m ウ ェ ビ ナ ー ）

ア ー カ イ ブ 配 信

お 申 込 み 方 法

締め切り： 2 0 2 6年 2月 1 3日 (金
　　　　　 1 7 : 0 0まで

参 加 対 象
障がい福祉関係者、当事者の方、ご家族、
障がい者の支援に関心のある方々

後援(予定) 高槻市・一般社団法人全日本自閉症支援者協会

お問い合わせ

社会福祉法人 北摂杉の子会
〒569-0071
大阪府高槻市城北町１町目6-8
奥野ビル3F

072-662-8133TEL:
Email:kensyu@suginokokai.com

担当：石原・神垣・佐々木・奥平

　

　

～発達障がいの

　ライフステージに合わせた

　余暇支援を考える～

　障がいがあってもなくても生活や人生には彩りが必要だと思いませんか？楽しいこと、熱中しているこ

と、落ち着くこと、過ごしやすい環境などこうした彩りは誰にとっても生活を豊かにする大切な要素です。

実際の現場では、まだそれを見つけられていない方、やりたいことがあっても実現できていない方も多いの

ではないでしょうか。今回はそんな生活を彩る”余暇”について改めて考えるセミナーにしたいと思います。

そしてゲストには、余暇支援を大切にしてこられた中山清司氏（基調講演）と市岡武氏（シンポジウム）を

お迎えします。実践に基づいたお話もたくさんうかがえると思いますので、お楽しみに！

皆様のご参加をお待ちしております。

事前

予約制

地域に生きる

参加

無料

zoom

ウェビナー

＆

アーカイブ配信

セミナー定員

500名

北摂杉の子会セミナー2025
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講師紹介

市岡　武 氏
相談支援事業
レールK
主任相談支援専門員

地域生活支援拠点しょうなん
サポートセン
ター沼南　元センター長
相談支援事業所レールK相談員
楽しい相談限定。
夢や生きがいを応援。
旅行、遊び、学びを通じて、出会いや体験
を演出します。

中山
清司氏
自閉症ｅサービス全国ネット
シニアアドバイザー

米国ノースカロライナ大TEACCH部インタ
ーン研修を経て、社会福祉法人横浜やまび
この里「仲町台センター」地域支援課長兼
「ヘルパーセンターやまびこ」所長に就
任。
現在は、よこはま発達相談室セラピス
ト、社会福祉法人北摂杉の子会スーパーバ
イザーを務める。

プ ロ グ ラ ム

HokusetsuSuginokokai
All
rights
reserved.

10：00

10：05
基調講演

開会　主催者挨拶

理事長 松上
利男

シニア
アドバイザー

自閉症ｅサービス全国ネット

ライフステージに合わせた余暇支援の
大切さ　～Aさんの事例を中心に～

11：35 休憩

13：00
実践発表

14：00
実践発表者総評・質疑

14：30 休憩

14：45
シンポジウム

16：15
閉会　主催者挨拶

常務理事 平野
貴久

～社会参加/余暇支援のこれから～

主任相談支援
支援専門員

相談支援事業
レールK

のびのび、ワクワク、自由に

　～豊かな心の私～

理事長 松上
利男

すぎのこ訪問看護ステーション

編み物で紡ぐ「わたし」の生活
　～余暇を生活の軸に据えた実践報告～

桶谷
幸祐

ジェイブランチよど

「働く場所」より「生きる場所」を
　つくりたい

中山
清司氏

鳥本
愛音
レジデンスなさはら

村上
佳香さんさん

吉田
理紗さん

さん

市岡　武 氏

主任相談支援
支援専門員

相談支援事業
レールK

市岡　武 氏

実践発表登壇者4名
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ＮＨＫ　第 1制作センター (福祉 )

ハートネットＴＶ　制作担当　

　「障害者と防災」 に関するアンケートのお願い

拝啓　

　　時下ますますご清栄のことと お慶び申し上げます。

　　ＮＨＫの番組につきましては、平素から格別のご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さてこのたびＮＨＫでは、3月で東日本大震災から 15 年となるにあたり、「障害者と防災」についてアンケー

トを実施することとなりました。アンケートの結果は 3月に放送する予定の「ハートネットＴＶ」で紹介し、現

在の災害対策の課題や“誰も取り残さない防災”のために必要なことを考えていく予定です。

　

大変恐れ入りますが、貴団体の会員など、関係する方にアンケートへの御協力を呼びかけていただけませんで　

しょうか。1人でも多くの方にご回答いただけたらと思っておりますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。

アンケートはＮＨＫのホームページにて実施しております。こちらの URL からお入りください。

https://forms.nhk.jp/jfe/form/SV_1BavwsEpLSXC3Y2

「手話版」「わかりやすい版」もありますので、必要に応じてこちらもお使いください。

【手話版】　https://forms.nhk.jp/jfe/form/SV_71n1BtGG45MV1Jk

【わかりやすい版】　https://forms.nhk.jp/jfe/form/SV_5mTd6XvFJ9owXDo

また、ホームページでの回答が難しい方には、【テキスト版】や【点字版】、【わかりやすい・ワード版】なども　

ご用意しています。下記お問い合わせ先までご連絡いただけたら、個別にお送りいたしますので、お気兼ねなく

お知らせください。

締め切りは、2026 年 1 月 31 日 ( 土 ) とさせていただいております。

お忙しいなか、誠に恐縮ではございますが、なにとぞ御協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

【お問い合わせ先】

＜メール＞　　heartnet@nhk.jp

＜ FAX ＞　　　０３－３４６８－６１３９

担当：NHK 第 1 制作センター（福祉）

「ハートネット TV」　海老沢　真

〒 150-8001　東京都渋谷区神南 2-2-1
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第 47回全国特別支援教育振興協議会の動画配信のお知らせ 
 

 令和 7年 12月 5日（金）に開催されました「第 47回全国特別支援教育振興協議会」の動画を配信す
るための準備が整いましたので、お知らせします。 
 全国特別支援教育推進連盟チャンネル - YouTube 

https://www.youtube.com/channel/UCDo2gKEUMSMX984UbISjoLgからご覧になれます。 
全国特別支援教育推進連盟のホームページにもリンク先を掲載しました。 

 動画配信とアンケート回答には期限を設けています。ご理解とご協力をお願いいたします。 
 
第 47回全国特別支援教育振興協議会の動画 視聴期限：令和 8年 1月 30日（金） 

①開会挨拶（12：44） 

https://youtu.be/V_DbRnwNH_4 
②文部科学省からの行政説明（47：49） 

https://youtu.be/F2nl2wCFdoM 
③こども家庭庁からの行政説明（44：29） 

https://youtu.be/BOD49t8oy-4 
④国立特別支援教育総合研究所からの事業説明（27：08） 

https://youtu.be/CD2Idn8sIHw 
⑤シンポジウム・閉会挨拶（2：09：57） 

https://youtu.be/W9liLAWHKkw 
 
動画の内容に関する資料（第 47回全国特別支援教育振興協議会資料） 
当日の資料は、全国特別支援教育推進連盟のホームページからダウンロードいただけます。 
資料と併せて、動画をご視聴ください。 

https://suishinrenmei.jimdosite.com/ 
 
★視聴後、アンケートにご協力ください★ 

 「アンケートへのアドレス」 
https://forms.gle/JDnr6sVxbX4qRvrC6 

または、次のQRコードから、回答フォームに入力ください。回答期限：令和 8年 2月 2日（月） 
 「アンケートへの QRコード」 
 
 
 
 
 
 
 
 ＊今回から開催方法を変更しました。今後の運営のためにも、アンケートへの回答をお願いします。 

全国特別支援教育推進連盟事務局 
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通常学級におけるインクルーシブ教育を考える通常学級におけるインクルーシブ教育を考える

2025年度奈良教育大学附属小学校 冬季研修会2025年度奈良教育大学附属小学校 冬季研修会

２０２６年２月７日 土 １３：３０～１６：００

講 演 「小学校・通常学級における
子どもの発達とインクルーシブ教育」

赤木 和重氏 （神戸大学大学院教授）

実践報告・提案 奈良教育大学附属小学校通常学級の実践から

会場 奈良教育大学附属小学校

１３：００～ 受付開始・zoom開室

１３：３０～ 趣旨説明とインクルーシブ教育についての現状の提起（本校から）

１３：４０～ 講演

１５：１０～ 休憩

１５：２０～ 実践報告及び校内体制等本校における取組からの提起（本校から）

１６：００～ 閉会

対 象 奈良県内及び各都道府県の小学校教員および教員を目指す学生

参加費 無 料

※２月４日（水）〆切申込み 申込フォームよりお申込みください。

主 催 ： 奈良教育大学附属小学校

共 催 ： 奈良教育大学特別支援教育研究センター

後 援 ： 奈良市教育委員会・大和郡山市教育委員会

天理市教育委員会・生駒市教育委員会

主 催 ： 奈良教育大学附属小学校

共 催 ： 奈良教育大学特別支援教育研究センター

後 援 ： 奈良市教育委員会・大和郡山市教育委員会

天理市教育委員会・生駒市教育委員会

<zoom同時開催>


